
市町村財政比較分析表(平成16年度決算)
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分析欄
■財政力指数
　・　長引く景気低迷の影響により、平成１０年度をピークとして、町税収入の減収傾向が続いており、合わせて都市部への人口流
     失による人口減や、少子高齢化に歯止めがかからない状況下、財政力指数も平成１３年度以降低下している。それらの状況を
     踏まえ、人口流失対策及び安定的な税収確保の観点からも、企業誘致等による雇用の確保及び税収につながる産業構造の
     確立を図り財政基盤の強化に努める。
■経常収支比率
　・　平成２０年度まで公債費の償還のピークが続くことで、後年度計画事業については厳選して実施して、地方債の発行を抑制す
     る。また、各種行政サービスについても国が指針とする基準に合わせ、受益と負担の適正化を推進する。
■起債制限比率
　・　普通建設事業について、緊急度及び住民満足度が低い事業は実施を先送りするなど地方債発行の抑制基調を継続する。
■人口１人当たり地方債現在高
　・　平成１５年度をピークに減少しているが、依然として類似団体よりも高い水準となっている。地方債発行の抑制基調を継続する
     ことで、今後５～６年間を目標に現在の類似団体規模の水準まで引き下げるように努める。
■人口１，０００人当たり職員数
　・　病院、老健施設を抱えているため、類似団体と比較して上回っている。今後は、民間委託等を一層推進するとともに平成１７年
    に策定した行政改革推進計画に基づき定員適正化計画を見直し、平成１８年から平成２２年までの５ヶ年で１６人の削減（削減率
     ５．１％）を目指す。
■ラスパイレス指数
　・　類似団体の中でも低い水準にある。また全国的にも低い水準にあるが、職務級間の水準にばらつきもみられるため、今後は
　　更に給与の適正化に努めるとともに、引き続き緊縮に努める。


